
(第 3種郵便物認可 ) 衆

イノシシの肉を使ったご当地グルメの開発

を目指すワークショップが24日、今治市大三

島町宮浦の大三島コミュニテイーセンターで

あり、地元の猟師や主婦ら43人が日本ジビエ

振興協議会の藤木徳彦代表(42)から指導を受

けながら、ジビエ料理作りを体験した。
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